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②未婚者の移動は，全体の移動の前半部分（30 − 34 歳まで）に対応し後半（35 − 49 歳以上）の純移動は少ない．
前半の転入超過は少子化を反映し縮小，卒業時の転出超過は不況の影響から拡大傾向にあるが，逆に 2005-2010
年では男子35歳以上で転入超過傾向が現れている．















































している注(7)．（例：2005 年時 15-19 歳から2010 年時 20-24
歳まで）．
①男子(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24 歳）の累積死
別者数≒女子(2005 年→ 2010 年， 15-19 歳→ 20-24 歳）
の有配偶死亡者数＝女子有配偶人口（2005年，15-19歳 )
×［１−女子生残率(2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-
24 歳）］















　その結果，a)未婚純移動率は男女とも15〜19 → 20 〜 24，

























1995-2000 年については平成 9（1997）年 5月推計12），2000-
2005 年については平成 14（2002）3月推計の仮定値 13）を用
いている．
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2005 年時 80 ～ 84 歳から2010 年時 85歳以上～の，全体の
純移動数．未婚，有配偶，死別，離別についても同様）し，
過去2期間についても再計算した注(8)．
⑥全体の純移動数（2005 年→2010 年， 80 ～ 84 歳→ 85歳
～）=人口（2010 年， 85歳～)-[ 人口（2005 年， 80 ～ 84 歳 )
×生残率(2005 年→ 2010 年， 80 ～ 84 歳→ 85 歳～）＋人











③不詳純移動率(2005 年→ 2010 年， 15-19 歳→ 20-24 歳)
＝ 純移動率(2005 年→2010 年， 15-19歳→ 20-24歳)-Σ

















は 35 歳を最初のピークに 50 − 64 歳まで低くなり，また65
歳以上で高齢ほど高くなる傾向があったことがわかる．これ
らの傾向は 2010 年では，かなり弱まっているが，女子の 65
歳以上では依然高く（85歳以上で4.8％），推計結果の解釈
にあたっては注意を要する（図１）7)8)9)10)．
別者数≒男子(2005 年→ 2010 年， 15-19 歳→ 20-24 歳）
の有配偶死亡者数＝男子有配偶人口（2005年，15-19歳 )









時15-19 歳から2010 年時 20-24 歳まで）
①全体の純移動数（2005 年→2010 年，15-19 歳→20-24 歳）
=人口（2010 年， 20-24 歳)-人口（2005 年， 15-19 歳)×生
残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-24 歳）　
②未婚者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24
歳）= 未婚人口（2010 年， 20-24 歳 )-{未婚人口（2005 年，
15-19 歳 )- 累積初婚数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳
→ 20-24 歳）}×生残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-
24 歳）
③有配偶者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-
24 歳）=有配偶人口（2010 年，20-24 歳)-{有配偶人口（2005
年，15-19 歳)＋累積初婚数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→ 20-24 歳）- 累積離婚数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→ 20-24 歳）＋累積再婚者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19
歳→ 20-24 歳）−累積死別者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19
歳→ 20-24 歳）}×生残率 (2005 年→ 2010 年，15-19 歳
→20-24 歳）
④死別者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24
歳）= 死別人口（2010 年， 20-24 歳)-{死別人口 （2005 年，
15-19 歳 )＋累積死別者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→20-24 歳）}×生残率(2005 年→2010 年，15-19 歳→20-
24 歳）
⑤離別者の純移動数（2005 年→ 2010 年，15-19 歳→ 20-24
歳）= 離 別人口（2010 年， 20-24 歳)-{ 離 別人口（2005
年，15-19 歳 )＋累積離婚数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳
→ 20-24 歳）-累積再婚者数（2005 年→ 2010 年 ，15-19 歳









1995 年 0.8％ 0.7％
2000 年 1.4％ 1.4％
2005 年 2.6％ 2.1％
2010 年 1.3％ 1.4％
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1995-2000 年，2000-2005 年までは，35 歳以上の年齢は男
女とも未婚者の純移動は弱い転出超過ないしは均衡状態を示
していたが 2005-2010 年では転入超過傾向注(9)がみられる．




25～ 29 →30 ～34まで，女子は 35～39 → 40 ～ 44まで明
瞭な転入超過を示している（図４a，b）．また男子の有配偶は
55～ 59 → 60～ 64の退職年齢近くから転入超過が目立ち始
め，女子の有配偶は高齢になるほど転入超過傾向が強くなる．
基本的に全体の純移動率の後半部分（35 − 49 歳以上）は有
配偶人口の転入超過を反映したものであることがわかる．















　男子は 15～19 → 20 ～ 24まで転入超過であるが，大学





ある．また55～ 59 → 60 ～ 64 の退職年齢近くで転入超過
が見られることがわかる（図２a）．
 女子も 15～19 → 20 ～ 24までは転入超過，大学卒業・
就職は転出超過となるが，20 ～ 24 → 25 ～ 29 の落ち込み
は男子ほどではない．ここでも2000-2005 年より落ち込み
が大きく，過去のパターンに戻った印象がある．また35～
39 → 40～ 44 以降は再び転入超過となり，高齢になるほど
その傾向が強まることがわかる（図２b）．
(2)未婚者の純移動率(分母：年齢別人口)
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め，未婚者以外は15～19 → 20 ～ 24，20 ～ 24→ 25 ～ 29
の純移動率が過大な値となる（表２）．
 一方，男女とも15 ～19 → 20 ～ 24 は転入超過，20 ～
24→ 25 ～ 34 以上では転出超過となる傾向が見られる．こ
れに対し有配偶では各年齢とも転入超過である．また死別
が男子では 35～39 → 40 ～ 44 から 45 ～ 49 → 50 ～ 54ま
で転出超過，逆に女子では高齢まで一貫して転入超過で，80
～ 84 → 85 ～以降に初めて転出超過となっている．さらに
離別については男子の 55 ～ 59 → 60 ～ 64，女子の 45 ～
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特に 25 -34 歳の家族形成期でその傾向が強い．
　上記の諸傾向は 1995 年から2000 年，2000 年から2005
年，2005年から2010 年で概ね共通しているが，全体としては





























(1)たとえば，札幌市（2010 年日本国籍のみ）の30 − 34 歳

























では15〜 19 → 20〜24という表記で，その出生集団が
15—19 歳から20—24 歳となるまでの期間を示す．





(6)具体的には前回1995 − 2000 年推計の段階で，男子の初
婚・再婚が17歳，離別が男子18歳からのデータとなって
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1995 年の 40 歳時平均余命は，総数を１とした場合，男
子は未婚 0.80，有配偶1.03，死別 0.92，離別 0.76，女












(8)修正前，1995 − 2000 年推計，2000 − 2005 年推計の男女
85歳以上で見られた0.1を超える高い純移動率 6）は 0.5
前後に半減，2000 − 2005 年推計では男子 0.01，女子 0.03
と低下した．これを反映し有配偶の 85歳以上純移動率
も男子 0.1，女子 0.256）から男子 0.5 前後，女子 0.15 前
後に低下したが，離別，死別については影響は見られな
かった．
(9)この 2005-2010 年のみで観察される未婚男子 35 ～
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